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岩本真里奈 さん 多田慎太郎 さん

　

１
月
２
日
㈪
、
勝
浦
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
男
性
14
名

女
性
18
名
、
計
32
名
の
新
成
人
の
参

加
の
も
と
、
平
成
29
年
勝
浦
町
成
人

式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
中
田
町
長
か
ら
「 

若
い

皆
さ
ん
に
は
、
大
き
な
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、

見
聞
を
広
め
、
自
ら
を
磨
き
、
志
を

高
く
も
っ
て
、
何
事
に
も
果
敢
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
新
成
人
を
代
表
し
、
多
田
慎

太
郎
さ
ん
が
「
今
ま
で
育
て
て
く
れ

た
両
親
や
勝
浦
町
に
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
、
立
派
な
大
人
に
な
る
こ
と

を
新
成
人
一
同
が
決
意
い
た
し
ま
す
。

常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
今
ま

で
以
上
に

高
い
志
を

持
ち
、
そ

れ
ぞ
れ
が

自
分
の
夢

や
目
標
を

叶
え
る
た

め
に
よ
り

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
誓

い
の
言
葉
を
述
べ
、
新
成
人
と
し
て

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
毎
年
恒
例
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
新
成
人
が
編

集
し
た
学
生
時
代
の
恩
師
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
中
学
時
代
の
思
い

出
の
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
は
、
社
会
貢
献
の
第

一
歩
と
し
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
新
成
人
た
ち
が
書
き
損

じ
は
が
き
と
使
用
済
み
切
手
を
持
ち

寄
り
、
集
ま
っ
た
は
が
き
・
切
手
を

ユ
ニ
セ
フ
へ
送
り
ま
し
た
。

平成29年成人式実行委員の方に、成人式を終えての感想をききました。
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１
月
８
日
㈰
、
勝
浦
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て
、
新
春
を

飾
る
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
勇
壮

か
つ
厳
粛
に
開
催
さ
れ
、
永
き
に

わ
た
り
消
防
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
ま
し
た
団
員
の
皆
さ

ま
の
そ
の
栄
誉
と
こ
れ
ま
で
の
ご

労
苦
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
防
災
活
動
の
要

と
し
て
、
防
火
防
災
意
識
の
普
及

に
努
め
る
と
共
に
尊
い
人
命
と
町

民
の
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
、

新
た
な
決
意
を
も
っ
て
更
に
ご
精

進
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

「
精
績
章
」　

本　
　
団　
副
団
長　
岡 

本 

勤 

矢

徳
島
県
知
事
表
彰

第
三
分
団　
団　
　
員　
鶴 
居 
義 

道

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

「
功
績
章
」

第
二
分
団　
団　
　
員　
小 

谷 

泰 

広

第
九
分
団　
団　
　
員　
上 

田 

哲 

也

「
精
績
章
」

第
一
分
団　
分
団
長　
杉 

本 

道 

泰

第
二
分
団　
団　
　
員　
植 

松 

弘 

憲

第
四
分
団　
分
団
長　
春 

田 

剛 

志

第
八
分
団　
団　
　
員　
中 

山 　

 

勝

第
八
分
団　
団　
　
員　
森 

脇 

芳 

男

「
特
別
表
彰
」

第
一
分
団　
元
分
団
長　
新 

居 　

 

勇

第
一
分
団　
前
団
員　
北 

峯 

和 

典

第
四
分
団　
元
分
団
長　
北 

内 

敏 

光

第
五
分
団　
元
分
団
長　
河 

野 

一 

郎

小
松
島
警
察
署
長
感
謝
状

第
六
分
団　
団　
　
員　
増 

井 

慎 

治

第
七
分
団　
団　
　
員　
尾 

花 

裕 

史

勝
浦
地
方
分
会
長
表
彰

第
一
分
団　
団　
　
員　
田 

中 

善 

和

第
二
分
団　
団　
　
員　
朔 　

 

文 

彦

第
三
分
団　
班　
　
長　
中 

西 

功 

一

第
四
分
団　
団　
　
員　
泉 　

 

宏 

彰

第
五
分
団　
分
団
長　
播 　

 

孝 

則

第
六
分
団　
団　
　
員　
大
西
日
出
人

第
七
分
団　
団　
　
員　
樋 

本 

紀 

亮

第
八
分
団　
団　
　
員　
北 

谷 

誠 

司

第
九
分
団　
副
分
団
長　
谷 

内 

清 

次

本
部
機
動
隊　
副
隊
長　
中 

田 

敦 

士

「
特
別
表
彰
」

勝
浦
町
消
防
団　
第
一
分
団

勝
浦
町
消
防
団
長
表
彰

第
一
分
団　
団　
　
員　
宮 

田 　

 

光

第
三
分
団　
団　
　
員　
平 

岡 

良 

章

第
四
分
団　
団　
　
員　
寺 

川 

富 

茂

第
五
分
団　
団　
　
員　
久 

保 

博 

和

第
六
分
団　
団　
　
員　
麻 

植 

雅 

昭

第
七
分
団　
副
分
団
長　
戸 

川 

貴 

博

第
八
分
団　
班　
　
長　
勝 

谷 

郁 

男

第
九
分
団　
班　
　
長　
阿 

部 

泰 

之

第
九
分
団　
団　
　
員　
梅 

山 

和 

久

本
部
機
動
隊　
班　
　
長　
上
野
弘
一
朗

勝
浦
町
消
防
団
長
感
謝
状　

第
一
分
団　
前
分
団
長　
中 

川 

一 

宏

第
一
分
団　
元
分
団
長　
新 

居 　

 

勇

第
一
分
団　
前
団
員　
北 

峯 

和 

典

第
三
分
団　
前
団
員　
林 　

 

哲 

郎

第
三
分
団　
前
団
員　
坂 

口 

祐 

介

第
四
分
団　
元
分
団
長　
北 

内 

敏 

光

第
五
分
団　
元
分
団
長　
河 

野 

一 

郎

第
五
分
団　
元
班
長　
久 

保 

知 

之

第
六
分
団　
元
分
団
長　
勝 

本 

幸 

男

第
六
分
団　
元
班
長　
麻 

植 

新 

吾

本
部
機
動
隊　
前
隊
長　
上 

村 

和 

也

平
成
29
年
被
表
彰
者
（
敬
称
略
）

3



　新春の阿波路に健脚を競う第63回徳島駅伝（徳
島陸協、徳島県、徳島新聞社主催）が、１月４日
㈬から６日㈮までの３日間、県内全域を巡る43
区間265.3㎞で、全16郡市（オープン参加を含む）
の参加のもと、開催されました。
　勝浦郡チームは、前回の順位をキープしつつ、
１つ上の順位を目指そうと、週２回のナイター練
習、日曜日の強化練習のほか、自主練習にも積極
的に取り組み、今大会に臨みました。
　大会初日は、中学生選手の力走や一般選手の粘
りの襷リレーで、15郡市中13位のスタートを切
りました。
　２日目は、総合順位を１つ下げ14位となりまし
たが、女子選手や中学生選手が粘りの走りを展開
し、最終日につなげました。
　最終日も一般選手の力走を中心として、１つ上
の順位にいた美馬郡チームを追い上げましたがあ
と一歩およばず、総合順位は、昨年より２つ下げ
て14位となりました。
　なお、２日目には、今大会から試行開催ではあ
りますが小学生区間が設けられ、それぞれに素晴
らしい走りを見せ、16チーム中８位と好成績を収
めております。
　以上のとおり、全体としては順位を下げる結果
となりましたが、小中学生の奮起が次への希望を
持たせてくれました。
　今大会に際しまして、何かとご尽力をいただき
ました後援会の皆さまをはじめ、町民の皆さまに
厚くお礼を申し上げますとともに、小さな郡での
運営といったチーム状況をご理解いただき、今後
におきましても、今まで同様、温かいご支援をよ
ろしくお願い申し上げます。
　なお、勝浦郡チームに「努力賞」、岡本隆宏選
手と宮本奈留美選手に「永年出場競技者賞」が主
催者から贈られました。
　また、勝浦郡陸上競技協会後援会長から、各選
手の活躍に対して、次の各賞が贈られました。

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会

　
　
　
　

  

後
援
会
表
彰

勝
勝
浦
郡
最
優
秀
選
手
賞

立 

石 

琢 

視
（
亜
細
亜
大
学
１
年
）

勝
浦
郡
優
秀
選
手
賞

西 

尾 

駿 

汰
（
勝
浦
中
学
校
３
年
）

米 

澤 

陽 

菜
（
勝
浦
中
学
校
１
年
）

勝
浦
郡
特
別
賞

出
葉
滉
一
朗
（
生
比
奈
小
学
校
６
年
）

森 

内 　

 

迅
（
生
比
奈
小
学
校
５
年
）

仲 

田 　

 

鈴
（
生
比
奈
小
学
校
６
年
）

勝
浦
郡
敢
闘
賞

西 

尾 

優 

汰
（
富
岡
西
高
等
学
校
２
年
）

宮
本
奈
留
美
（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所
）

勝
浦
郡
努
力
賞

森 

内 

拓 

磨
（
勝
浦
中
学
校
３
年
）

大 

島 

拓 

真
（
勝
浦
中
学
校
３
年
）

松 

田 

優 

汰
（
勝
浦
中
学
校
２
年
）

松 

本 

健 

汰
（
勝
浦
中
学
校
２
年
）

渡 　

 

翔 

希
（
勝
浦
中
学
校
２
年
）

出
葉
比
加
里
（
勝
浦
中
学
校
２
年
）

森
内
日
菜
子
（
勝
浦
中
学
校
２
年
）

小 

関 

摩 

耶
（
勝
浦
中
学
校
２
年
）

勝
浦
郡
新
人
賞

森 

野 

太 

心
（
勝
浦
中
学
校
１
年
）

後 

藤 

美 

花
（
勝
浦
中
学
校
１
年
）

（
敬
称
略　

町
内
選
手
の
み
）
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午前10時～
　  午後3時3月26日㈰平成29年

3月15日㈬必着

（四国放送）（四国放送）

３月２月

阿波勝浦
第29回

３
日
㈮

4
日
㈯

5
日
㈰

1
日
㈬

7
日
㈫
10
日
㈮

26
日
㈰

28
日
㈫

みかん
19
日
㈰

25
日
㈯

23
日
㈭

24
日
㈮

㈯

5
日
㈰

3/4㈯・ 5㈰ 午前9時～午後4時

10
日
㈮

3/4㈯・5㈰ 午前9時～午後4時

2/19㈰～ 3/19㈰

日
㈫

2/19㈰～ 3/19㈰

2/19㈰～ 3/19㈰

2/19㈰～ 3/19㈰
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平
成
28
年
10
月
5
日
に
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
元
勝
浦
町
収
入
役

の
長
町
豊
秋
氏
に
対
し
、
瑞
宝
双

光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

故
長
町
氏
は
、
昭
和
41
年
勝
浦

町
吏
員
に
奉
職
し
て
以
来
34
年
間
、

豊
富
な
行
政
経
験
と
卓
抜
な
る
識

見
を
も
っ
て
本
町
の
発
展
に
貢
献

し
、
議
会
事
務
局
長
や
病
院
事
務

局
長
、
収
入
役
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

在
職
期
間
中
は
、
福
祉
、
教
育

を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
に
お
い
て

培
わ
れ
た
財
務
、
行
政
知
識
等
を

生
か
し
て
重
要
施
策
や
会
計
事
務

等
を
遂
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
授
与
は
、
こ
う
し
た
故

人
の
多
大
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
偉
業
遺
徳
は
、

広
く
町
民
の
胸
中
に
刻
ま
れ
、
郷
土

発
展
の
光
と
し
て
輝
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

故
長
町
豊
秋
氏
の
本
町
へ
の
貢
献

と
数
々
の
ご
苦
労
に
対
し
、
あ
ら
た

め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

叙
勲
の
栄
誉
に
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

１
月
15
日
㈰
、
勝
浦
町
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
赤
十
字
災
害
用
移

動
炊
飯
器
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

炊
飯
器
は
、
株
式
会
社
阿
波
銀
行
が

創
業
１
２
０
周
年
記
念
の
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
徳

島
県
支
部
へ
40
基
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
う

ち
の
１
基
が
勝
浦
町
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
で
、
勝
浦
町
に
は
４
基
目
と

な
り
ま
す
が
、
災
害
時
や
防
災
訓
練
な

ど
有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
防
災
フ
ェ
ス
タ
も
開
催

さ
れ
、
勝
浦
町
赤
十
字
奉
仕
団
に
よ
る

同
型
の
災
害
用
移
動
炊
飯
器
を
使
っ
て

豚
汁
や
カ
レ
ー
の
炊
き
出
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
勝
浦
町
防
災
士
会
か
ら
油
を

活
用
し
た
災
害
時
の
ロ
ー
ソ
ク
作
り
や

新
聞
紙
を
折
り
た
た
ん
で
の
ス
リ
ッ
パ

作
り
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
熱
心

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
日
、
雪
の
中
ご
参
加
い
た
だ
い
た

赤
十
字
奉
仕
団
、
防
災
士
、
地
域
住
民

な
ど
約
１
０
０
名
の
皆
さ
ま
の
今
後
の

活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

も
の
で
あ
り
、
そ
の
偉
業
遺
徳
は

広
く
町
民
の
胸
中
に
刻
ま
れ
、
郷

瑞
宝
双
光
章
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小
松
島
西
高
等
学
校
勝
浦
校
ほ
か
の

生
徒
で
つ
く
る
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
エ
コ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
が
こ
の
ほ
ど
次
の
三
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

①
高
校
生
に
よ
る
学
校
エ
コ
活
動
コ
ン

テ
ス
ト
第
５
回
イ
オ
ン
エ
コ
ワ
ン
グ

ラ
ン
プ
リ
環
境
大
臣
賞

②
環
境
省
主
催
第
４
回
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ

ア
ワ
ー
ド
実
行
委
員
会
特
別
賞
「
環

境
と
学
び
」
部
門

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
社
会
に

貢
献
し
た
青
少
年
を
た
た
え
る
「
第

20
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ピ
リ
ッ
ト

賞
」
第
１
席
ブ
ロ
ッ
ク
賞

　

今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

  

取
り
組
み
の
紹
介

　

道
路
や
河
川
等
の
維
持
管
理
で
発
生

す
る
刈
草
は
、
こ
れ
ま
で
ゴ
ミ
と
し
て

処
分
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
１
０

０
％
使
っ
た
資
源
循
環
型
肥
料
を
開
発

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
全
国
で
初
め
て
高
校
生
の

組
織
と
し
て
肥
料
の
販
売
業
と
製
造
業

小
松
島
西
高
等
学
校

勝
浦
校

高
齢
者
向
け

シ
ニ
ア
カ
ー
教
室
の
開
催

の
登
録
許
可
を
受
け
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
刈

草
を
ツ
ー
ル
に
資
源
循
環
型
・
脱
炭
素

社
会
の
構
築
に
向
け
、
老
人
会
や
小
学

校
な
ど
へ
の
出
前
授
業
を
行
い
節
電
・

省
エ
ネ
・
C
O
2
の
排
出
削
減
と
い
っ
た

地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
の
在
り
方
を
啓

発
す
る
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

  

活
動
を
通
じ
て

　
　
　
　
　

伝
え
た
い
こ
と
は
？

１
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
刈
草
が
環
境
保

護
に
つ
な
が
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。

２
、
資
源
循
環
型
肥
料
の
開
発
を
通
じ

て
地
球
に
優
し
い
暮
ら
し
を
伝
え
た
い
。

３
、
植
物
廃
材
の
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
刈

草
を
資
源
と
し
て
捉
え
る
意
識
改
革
を

発
信
し
た
い
。

  

今
後
の
目
標
は
？

　

勝
浦
町
は
、
西
日
本
有
数
の
温
州
ミ

カ
ン
の
産
地
で
す
。
し
か
し
、
今
後
温

暖
化
に
よ
り
ミ
カ
ン
産
地
が
維
持
で
き

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

糖
尿
病
ワ
ー
ス
ト
県
の
徳
島
県
な
ら
で

は
の
発
想
と
し
て
、
血
糖
値
を
下
げ
る

効
果
の
あ
る
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
に

着
目
し
、
健
康
と
環
境
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
温
暖
化
の
緩
和
策
と
し
て
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
の
葉
を
緑
の
カ
ー
テ
ン
に

活
用
し
果
実
を
特
産
品
に
し
て
、
ミ
カ

ン
産
地
に
代
わ
る
新
し
い
産
地
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
域
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
㈭
、
勝
浦
町
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
高
齢
者

向
け
シ
ニ
ア
カ
ー
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
シ
ニ
ア
カ
ー
安
全
指
導

員
の
方
を
講
師
に
招
き
、
実
際
に
乗

車
し
て
の
指
導
や
、
運
転
の
際
の
注

意
点
を
学
ぶ
映
像
を
視
聴
し
、
交
通

安
全
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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生
比
奈
小
学
校
に
は
、
伝
統
的
に
受

け
継
が
れ
て
き
た「
校
風
」と「
生
小
魂
」

が
あ
り
、
今
回
は
そ
の
一
端
を
生
比
奈

小
学
校
か
ら
ご
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
毎
朝
、
近
隣
の

児
童
た
ち
が
集
合

場
所
に
集
ま
り
、

集
団
登
校
を
し
て

い
ま
す
。
今
年
の

班
数
は
、
27
班
あ

り
、
ど
の
班
も
、

徒
歩
で
登
校
し
て

い
ま
す
。
遠
い
地
域
で
は
、
学
校
ま
で

３
㎞
以
上
あ
り
、
児
童
た
ち
は
45
分
歩

い
て
学
校
ま
で
来
て
い
ま
す
。
雨
の
日

で
も
雪
の
日
で
も
、
自
宅
を
６
時
50
分

頃
に
出
発
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
高

学
年
の
児
童
は
、
低
学
年
の
児
童
を
い

た
わ
り
な
が
ら
登
校
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
横
断
歩
道
を
渡
る
際
、
停
車
し
て

頂
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、
お
礼

の
挨
拶
も
欠
か
さ
ず
で
き
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
も
笑
顔
を
返
し
て

く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、「
心
と
心
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
が
で
き
て
い
る
と
思

え
る
微
笑
ま
し
い
光
景
で
す
。

　
登
下
校
時
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学

校
に
訪
れ
た
人
に
対
し
て
、「
お
は
よ
う

ご
ざ
い
ま
す
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
さ
よ

う
な
ら
」
と
い
う
挨
拶
が
自
然
に
で
き

て
い
ま
す
。
そ
の
は
つ
ら
つ
と
し
た
声
や

爽
や
か
な
態
度
に
、
訪
れ
た
人
は
、
感

心
さ
れ
、
い
つ
も
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
「
挨

拶
の
輪
」
は
高
学

年
を
起
点
に
、
低

学
年
へと
拡
が
っ
て

い
ま
す
。
い
い
行

動
は
進
ん
で
「
範

を
示
す
」
と
い
う

高
学
年
の
姿
勢
が

頼
も
し
い
で
す
。

　
生
比
奈
小
学
校
の
ト
イ
レ
の
ス
リ
ッ

パ
は
、
い
つ
も
綺
麗
に
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ど
の
階
の
、
ど
の
ト
イ
レ
に
行

っ
て
も
同
じ
よ
う
に
き
ち
ん
と
並
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。
次
に
使
う
人
の
こ
と
を

考
え
て
並
べ
て
あ
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
気
遣
い
で
、
そ
の
日
一
日
、
い

い
気
分
で
過
ご
せ
ま
す
。
児
童
達
は
、

そ
の
行
動
が
自
然
と
で
き
て
い
ま
す
。

　
本
校
は
、
13

時
25
分
か
ら
昼

の
清
掃
時
間
に

な
り
ま
す
。
し

か
し
、
ほ
と
ん

ど
の
児
童
は
、

そ
れ
以
前
に
清

掃
場
所
に
集
合

し
、
清
掃
活
動

が
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
と
て
も
丁
寧
で
、
遊
ぶ

子
も
お
ら
ず
、
全
員
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
職
員
一
同
、
い
つ
も

感
心
し
て
い
ま
す
。

　

20
数
年
前
の

子
ど
も
た
ち
が

保
護
者
と
な
り
、

生
比
奈
小
学
校

を
地
域
の
方
々

と
共
に「
全
力
」

で
支
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
そ

の
姿
に
、
子
ど
も
た
ち
も
全
力
で
応
え
、

今
も
昔
と
変
わ
ら
ぬ
「
校
風
」
と
「
生

小
魂
」
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
我
々
教
職
員
も
、

こ
の「
校
風
」と「
生
小
魂
」を
絶
や
さ
ず
、

更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
本
校
の
教
育
活
動
が
益
々
充

実
す
る
よ
う
に
、
全
校
協
働
体
制
で
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
比
奈
小
学
校
に
は
、
伝
統
的
に
受

け
継
が
れ
て
き
た「
校
風
」と「
生
小
魂
」

登
下
校
時
は

　

12
月
22
日
㈭
、
６
月
の
子
ど
も
議
会

で
横
瀬
小
学
校
児
童
か
ら
提
案
の
あ
っ

た
、「
空
か
ら
サ
ン
タ
が
や
っ
て
く
る
」

の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
生
比
奈
小

学
校
・
横
瀬
小
学
校
の
６
年
生
全
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
徳
島
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
サ
ン

タ
が
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
星
谷
運
動
公

園
へ
降
り
て
く
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
計

画
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
日
は
残
念

な
が
ら
風
雨
と
な
り
、
生
比
奈
小
学
校

体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
達
は
サ

ン
タ
か
ら
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た

ゴ
ム
動
力
飛
行

機
を
組
み
立
て
、

飛
行
時
間
を
競

っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。
サ
ン
タ

か
ら
パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
を
広
げ

た
様
子
も
見
せ

て
い
た
だ
き
、

一
足
早
い
ク
リ

ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

空
か
ら

が

や
っ
て
く
る

空
か
ら

が

や
っ
て
く
る
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全
国
勝
浦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
開
催

　
こ
の
た
び
、
勝
浦
町
で
は
、
国
内
外

で
活
躍
す
る
町
出
身
者
や
町
と
ゆ
か
り

の
あ
る
方
た
ち
に
、
勝
浦
町
の
特
産
品

や
観
光
情
報
、
文
化
や
歴
史
、
豊
か
な

自
然
環
境
な
ど
を
、
幅
広
く
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
交

流
の
拡
大
を
図
る
た
め
、「
勝
浦
町
ふ
る

さ
と
大
使
（
任
期
2
年
・
再
任
あ
り
）」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　

1
月
12
日
、
第
1
号
と
し
て
、
文
部

科
学
省
な
ど
の
奨
学
生
制
度
「
ト
ビ
タ

テ
！
留
学
J
A
P
A
N
」
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
高
校
生
コ
ー
ス
）
に
採
用
さ
れ
、
1
月

23
日
か
ら
12
月
8
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ミ
ッ
チ
ェ
ル
ト
ン
高
校
に
留
学
す

る
城
東
高
校
2
年
の
森
脇
聡
哉
さ
ん

（
沼
江
）
に
大
使
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
で
は
、
中
田
町
長
が
激
励
の

言
葉
を
贈
る
と
と
も
に
、
委
嘱
状
や
英

語
表
記
の
大

使
の
名
刺

1
0
0
枚
、

ま
た
勝
浦
町

の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

森
脇
さ
ん

は
留
学
先
で

英
語
を
磨
き
な
が
ら
、
先
住
民
や
移
民

の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
と
の
こ
と

で
す
が
、
滞
在
中
、
留
学
先
の
高
校
の

授
業
で
勝
浦
を
含
む
日
本
文
化
を
発
表

し
た
り
、
英
語
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
紹
介

資
料
を
作
り
、
勝
浦
に
つ
い
て
情
報
発

信
す
る
予
定
で
あ
り
、
町
で
は
、
今
後
も
、

森
脇
さ
ん
の
活
動
を
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

12
月
20
日
㈫
、
和
歌
山
県
那
智
勝
浦

町
に
お
い
て
、
第
15
回
全
国
勝
浦
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、「
千
葉
県
勝
浦

市
」「
和
歌
山
県
那
智
勝
浦
町
」「
徳
島

県
勝
浦
町
」
と
の
間
に
、
教
育
文
化
、

産
業
、
人
的
交
流
等
に
つ
い
て
相
互
の

交
流
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
13
年
に
第
１
回
の
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、「
友
好

都
市
盟
約
書
」、「
災
害
時
相
互
応
援
協

定
書
」
の
締
結
を
行
い
、
３
市
町
で
の

ひ
な
祭
り
の
開
催
や
各
イ
ベ
ン
ト
で
の
特

産
品
の
販
売
等
、
青
少
年
・
文
化
・
産

業
分
野
で
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
度
の
交
流
と
し
ま
し
て
は
、

７
月
に
勝
浦
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た「
勝

浦
町
60
周
年
記
念
式
典
」と
３
月
の「
全

国
ひ
な
祭
り
サ
ミ
ッ
ト
」
に
勝
浦
市
長

と
那
智
勝
浦
町
長
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
文
化
交
流
事
業
と
し
て
勝
浦

市
で
行
わ
れ
た
「
芸
能
発
表
会
」
で
は

勝
浦
町
か
ら
や
っ
こ
連
が
阿
波
踊
り
を

披
露
し
、
地
元
広
報
誌
で
も
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
文
化
交
流
に
貢

献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

「
か
つ
う
ら
元
気
市
Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

軽
ト
ラ
市
」
に
勝
浦
市
と
那
智
勝
浦
町

に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
３
市
町
で
の

産
業
交
流
も
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
産
業
分
野

に
お
き
ま
し
て
、
各
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

交
流
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
化
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
３
月
４
日
の
勝
浦
町
芸
能
大

会
に
両
市
町
か
ら
の
出
演
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
回
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
会
議
で
は
、

今
後
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、

引
き
続
き
相
互
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、

ふ
る
さ
と

納
税
の
お

礼
品
の
連

携
に
つ
い

て
検
討
し

て
い
く
こ

と
が
確
認

さ
れ
ま
し

た
。

1
月
12
日
、第
1
号
と
し
て

森
脇
聡
哉
さ
ん（
沼
江
）に
委
嘱

３
月
５
日
㈰

午
前
８
時
〜
11
時

星
谷
運
動
公
園 

駐
車
場

１
個 

５
０
０
円
〜
１
，０
０
０
円

・・
家
電
４
品
目
に
つ
い
て

　

家
電
４
品
目
（
エ
ア
コ
ン
・
テ
レ

ビ
・
電
気
冷
蔵
庫　

冷
凍
庫
・
洗
濯

機
・
衣
類
乾
燥
機
）
に
つ
い
て
も
受

け
取
り
を
し
ま
す
。

勝
浦
町
ふ
る
さ
と
大
使
創
設
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平成29年度住民税の所得申告及び平成28年分　　　　　　　 申告受付会場所得税及び
復興特別所得税

・・受付時間：午前９時～午後４時　  ・・休日受付日：２月25日㈯・３月12日㈰

日　時
2月16日㈭
17日㈮
21日㈫
22日㈬
23日㈭
24日㈮
25日㈯
27日㈪
28日㈫

３月２日㈭

日　時
３月３日㈮
６日㈪
７日㈫
８日㈬
９日㈭
10日㈮
12日㈰
13日㈪
14日㈫
15日㈬

対象地区
石原・沼江
山西・掛谷
中 角
今 山
黒 岩
星 谷
全 町
生 名
久 国
棚野・立川

対象地区
中 山
横 瀬
横 瀬
与 川 内
坂 本
坂 本
全 町
全 町
全 町
全 町

会　　　場
石原集会所
山西集会所
婦人の家
今山ふれあい交流館
勝浦会館
星谷集会所
福祉センター２階
福祉センター２階
福祉センター２階
棚野集会所

会　　　場
中山集会所
農村環境改善センター
農村環境改善センター
農村環境改善センター
坂本集会所
坂本集会所
福祉センター２階
福祉センター２階
福祉センター２階
福祉センター２階

※確定申告における個人番号（マイナンバー）の取扱いについて

２
月
25
日
㈯

　

午
後
２
時　
　
　

開
演

　

午
後
１
時
30
分　

開
場

　

デ
ー
タ
で
見
る
ケ
ン
ミ
ン
シ
ョ
ー

　

〜
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
〜
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2
月
16
日
㈭　

　
　
　
　

午
後
３
時
〜
４
時

infomationinfomation

FAX

IP
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２
月
17
日
㈮
ま
で

４
月
１
日
㈯

－

（

）

㊟ 

平
成
29
年
３
月
ま
で
の
日
額
で
す
。

申
請
受
付
は

２
月
17
日
㈮

ま
で
じ
ゃ
！

FAXFAX

IPFAX

IP
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＊
早
出
・
遅
出
あ
り

　
　

＊
行
事
に
よ
り
変
更
あ
り

infomationinfomation

１．介護予防・日常生活支援総合事業について
　高齢者がいつまでも住み慣れた地域で自立して生活をおくれるよう、地域社会
全体で介護予防を支援する取り組みです。
　介護予防・日常生活支援総合事業には、「介護予防・生活支援サービス事業」と「一
般介護予防事業」の２つからなります。

● 「介護予防・生活支援サービス」は、これまで介護予防給付として行われてき
た「訪問介護」と「通所介護」が組み入れられます。市町村ごとの独自の事業
となることで、地域の実情にあった支援が行われるようになります。

● 「一般介護予防事業」は、要支援、要介護状態の有無にかかわらず、全ての高
齢者を対象に介護予防の普及・啓発を行います。

２．介護予防・日常生活支援総合事業の目的
●地域の実情に合った支援
　地域ごとの多様な社会資源を活用し、効率的・効果的なサービスの提供。
●生きがいや役割をもった介護予防を
　高齢者自身が生活支援の担い手としての役割を持ち、社会参加を通じた介護
予防に取り組む。
●多様な生活支援のニーズに対応
　日常生活を支えるさまざまな支援に地域ぐるみで取り組む。
●切れ目のない介護予防を
　要支援から自立、自立から要支援へと心身の状態が変化しても、切れ目なく
サービスを受けることで重症化を予防。

介護保険の制度改正により、勝浦町では平成29年４月より
「介護予防・日常生活支援総合事業」を開始します。　

介護保険からのお知らせ

介護予防・生活支援サービス事業介護予防給付
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３
月
10
日
㈮

　

２
月
１
日
㈬
〜
２
月
28
日
㈫

　

２
月
28
日
㈫
ま
で

　

☎
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４
月
３
日
㈪
〜
４
月
21
日
㈮

４
月
３
日
㈪
〜
４
月
21
日
㈮

６
月
下
旬

《
修
学
資
金
》

月
額
２
万
円
以
内

月
額
３
万
円
以
内

月
額
３
万
円
以
内

《
入
学
準
備
金
》

infomationinfomation
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２
月
12
日
㈰

３
月
４
日
㈯

　
　
　
　

開
場　

午
後
４
時
30
分

　
　
　
　

開
演　

午
後
５
時

IP
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産　 業 　名 時 間 額 発効日
造作材・合板・建築用組
立材料製造業 
はん用機械器具、生産用
機械器具、業務用機械器
具製造業 
電子部品・デバイス・電子
回路、電気機械器具、情
報通信機械器具製造業

824円
857円
822円

平成28年
12月21日

◎特定最低賃金

〈お問い合わせ〉

◎徳島県最低賃金
徳島県の最低賃金

時 間 額　　716 円
【発効日】 平成28年10月１日

http://tokushima-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp
ご検討ください「業務改善助成金」

最低賃金、チェックです。

徳島労働局労働基準部賃金室
または最寄りの労働基準監督署へ

☎088（652）9165
☎088（622）3570

　徳島東部地域の飲食店等のうち、いちご
やほうれんそうなど各市町村の推奨作物を
活用したメニューを提供する店舗を、とくし
まIPPIN店として認定し、現在約200の店舗
がブランド食材のＰＲと消費拡大に取り組ん
でいます。
　とくしまIPPIN店に認定されると、認定
証とプレートが授与されるほか、とくしま
IPPIN店ガイド（徳島東部地域のホテル等に
配布しています。）に掲載されますので、店
舗のＰＲができます。
　今後もより多くの方々にとくしまIPPIN店の
浸透を図るため、引き続きとくしまIPPIN店
の募集を行います。認定要件等の詳細につ
きましては、下記までお問い合わせください。
　申請料は無料です。
徳島市農林水産課農政企画係
（〒770-8571 徳島市幸野2丁目5番地 本館３階）
☎088（621）5246  ■088（621）5196
※写真等のイメージについても対応できる場合もあります
ので、事務局担当までご連絡ください。

雇用保険の適用拡大等について
～ 平成29年１月１日より65歳以上の方も雇用保険の適用対象となります ～ 

〈例１〉 平成29年１月１日以降に新たに雇用した場合

→　雇用した時点から高年齢被保険者となりますので、雇用した日の属する
　月の翌月10日までに管轄のハローワークに届出をしてください。　
　　雇入れ後に所定労働時間の変更等の労働条件の変更があり適用要件に該当することとなった場合は、
　労働条件の変更となった日の属する月の翌月10日までに管轄のハローワークに届出をしてください。　

〈例２〉 平成28年12月末までに雇用し平成29年１月1日以降も継続して雇用している場合

〈例３〉 高年齢継続被保険者（※１）である労働者を平成29年１月1日以降も
　　　継続して雇用している場合

→　平成29年１月１日より高年齢被保険者となりますので、平成29年３月
　31日までに管轄のハローワークに届出をしてください。　

→　自動的に高年齢被保険者となりますので、届出は不要です。　

　　平成29年１月1日以降に所定労働時間の変更等の労働条件の変更があり
　適用要件に該当することとなった場合は、労働条件の変更となった日の
　属する月の翌月10日までに管轄のハローワークに届出をしてください。

ハローワーク小松島　☎0885（32）3344

infomationinfomation

FAXFAX
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かつうら移/住/者

◎家族構成　ご本人､母､祖父､祖母
◎移住年　2016 年 4月
◎移住前の住所　徳島県徳島市
◎現在の仕事　和菓子店経営

実
家
を
継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
、

町
を
離
れ
た
数
年
間
。

様
々
な
「
違
い
」
を
実
感

　

実
家
が
和
菓
子
屋
を
経
営
し
て
お

り
、
私
が
三
代
目
と
な
り
ま
す
。
小

学
生
の
時
に
父
親
を
亡
く
し
、
既
に

引
退
し
て
い
た
祖
父
が
再
び
店
に
戻

っ
て
家
業
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
時
は
じ
め
て
、
自
分
が
こ
の
店

を
継
ご
う
と
決
意
し
た
の
で
す
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
神
戸
の
菓
子
専

門
学
校
へ
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
授
業
は
洋
菓
子
中
心
、
同
級
生

も
ほ
と
ん
ど
が
パ
テ
ィ
シ
エ
や
パ
ン

職
人
の
道
を
め
ざ
す
方
ば
か
り
で
、

和
菓
子
職
人
希
望
は
私
一
人
だ
け
で

し
た
。

　

徳
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
か
ら
も
３

年
間
は
修
行
と
し
て
徳
島
市
内
に
住

み
、
市
内
の
和
菓
子
屋
で
働
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
比
較
的

大
き
な
会
社
だ
っ
た
の
で
、
経
営
ス

タ
イ
ル
も
実
家
と
は
全
く
違
っ
て
お

り
、
そ
れ
が
新
鮮
な
経
験
と
な
り
ま

し
た
。
神
戸
で
の
生
活
や
専
門
学
校

の
同
級
生
た
ち
と
の
触
れ
合
い
、
ま

た
修
行
時
代
に
訪
れ
た
全
国
の
様
々

な
和
菓
子
店
経
営
者
と
の
出
会
い
は
、

自
分
が
勝
浦
町
で
経
験
し
感
じ
て
い

た
常
識
が
全
て
で
は
な
い
と
い
う
、

違
い
が
実
感
で
き
る
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

多
様
な
方
を
集
め
、

町
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

考
え
る
場
所
を
つ
く
る

　

帰
郷
す
る
際
に
勝
浦
町
の
こ
と
を

考
え
て
み
る
と
、
若
い
世
代
を
中
心

に
人
口
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
て
、

町
自
体
の
活
力
が
失
わ
れ
て
い
る
現

状
が
目
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

先
こ
こ
で
商
売
を
し
て
い
く
と
考
え

る
と
、
町
自
体
の
魅
力
を
上
げ
て
、

勝
浦
町
に
人
が
訪
れ
る
流
れ
を
作
ら

な
い
こ
と
に
は
、
い
ず
れ
立
ち
行
か

な
く
な
る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
し
た
。

大
学
で
地
域
活
性
化
の
勉
強
を
し
て

い
た
地
元
の
同
級
生
に
そ
ん
な
相
談

を
し
て
み
る
と
、
店
の
倉
庫
を
利
活

用
し
て
、
色
ん
な
方
が
集
ま
る
場
所

を
提
供
す
れ
ば
、
そ
の
中
か
ら
創
発

※

２
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
？
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、M

ichizoi

と

い
う
、
皆
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場

所
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
地
元
の
同
級
生
た
ち
が

中
心
と
な
る
集
ま
り
で
し
た
が
、
今

で
は
様
々
な
年
代
の
方
が
寄
り
合
い
、

雑
談
や
会
食
を
し
な
が
ら
、
町
に
人

を
呼
び
込
ん
だ
り
、
ど
う
魅
力
を
伝

え
て
い
く
か
、
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

を
話
し
あ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

Vol.5

瀧口 明洋さん

み
ち
ぞ
い

和菓子づくりのワークショップ※1も主催している

道沿いにあるからMichizoi。会ではなく場所として運営

気軽な話から真面目な詰まで、多様な対話が繰り広げられる

集特
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勝
浦
町
の

知
人
に
、
勝
浦
町
へ
の
移
住
を
検
討

し
て
い
る
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も

ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
せ
。

移
住
者
向
け
サ
ー
ビ
ス

◎お試し定住施設「坂本家」
坂本地区にある 2日～ 3ヶ月の間、
移住希望者に格安でお貸ししている
生活体験型シェアハウスです。移住希望の方に紹介する

物件を募集しています。

利用予定のない家を
空家バンクへ
登録しませんか？

◎勝浦町移住ホームページ
　カツ・ユー・ライフ

産業交流課まで

http://katsu-u-life.jp/ Tel:050-3438-7728 平日 8:30 ～ 17:00
※写真はイメージです※写真はイメージです※写真はイメージです

町
で
働
く
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
カ
フ
ェ
経

営
者
と
も
知
り
合
い
、
共
同
で
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
運
営
す
る
な
ど
、
活
動

の
場
も
増
え
ま
し
た
。

店
づ
く
り
は
町
づ
く
り

　

東
京
の
下
町
で
、
和
菓
子
と
日
本

酒
の
お
店
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
が

い
ま
す
。
そ
の
組
み
合
わ
せ
も
面
白

い
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は
頻
繁
に
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
て
、

そ
れ
が
人
気
で
毎
回
た
く
さ
ん
の
人

で
賑
わ
い
ま
す
。
そ
れ
は
お
客
様
に

来
て
い
た
だ
け
る
理
由
を
、
そ
の
店

が
提
案
で
き
て
い
る
か
ら
で
す
。
私

も
そ
の
店
の
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
来

て
い
た
だ
け
る
た
め
の
店
作
り
を
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ

ざ
わ
ざ
来
て
い
た
だ
け
る
町
に
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
店

づ
く
り
と
町
づ
く
り
は
同
じ
視
線
上

に
あ
り
ま
す
。
両
方
と
も
今
す
ぐ
に

実
現
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
10
年
先
、
あ
る
い
は
20
年

先
へ
の
明
確
な
目
標
を
立
て
る
こ
と

で
、
必
ず
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

集特
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◆行事予定

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の２月の行事をお知らせします。子育て中
のお父さんお母さん同士の交流を広げ、親も子どもも気軽に楽しめるサークルで
す。孫育て中のおじいちゃんおばあちゃんも参加できます。
　一度遊びにきませんか。

◆時　間　午前10時～11時30分（行事）
◆場　所　勝浦みかん保育園
◆対象者　０歳～５歳
　　　　（家庭で保育されている
　　　　　子どもと保護者）

２月

平日　午前９時30分～11時30分
　　　午後１時00分～４時00分

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する
相談を行っています。気軽にご相談くださ
い。
◆相談時間　平日 午前８時30分～午後５時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
◆内　容　乳幼児に関する来園相談・電話相談

10日㈮ 親子ヨガ（動きやすい服装で、水分補給できる
ものをご持参ください。）

◆行事予定

◆日　時　毎週金曜日（午前10時30分～11時30分）
◆場　所　勝浦町役場隣の住民福祉センター

２階多目的室（17日は石原集会所
（沼江字神谷126番地）で行います）

◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている
子どもと保護者）並びに妊婦さん

17日㈮
わかばちゃんタイム～リトミックや工作、親子で
一緒に楽しもう！～（石原集会所にて）
講師：学研かつうら教室　石 田 史 恵 先生

☎0885（42）2246　IP050（3438）9653  お問い合わせ・お申し込み先 IP

8日㈬ ☆雛飾り作り

22日㈬ ☆２月生まれのお誕生会
27日㈪ ☆ミニリトミック遊び（勝浦こすもす保育園）

3日㈮ 豆まき

24日㈮ ２月生まれのお誕生日会＆読み聞かせ

1日㈬ ☆発表会（保育園児）の踊り鑑賞☆更生保護女性会来園

15日㈬ ☆親子講習会「アレルギーの病気」☆看護師による身体測定・発育、発達相談

■勝浦町役場 福祉課 はぐくみクラブ事務局
　☎0885（42）1502　IP㈹050（3438）7148  
　http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006

お問い合わせ・お申し込み先

IP
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内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

IP

1 水
食生活改善推進
協 議 会 研 修 会 9：30～ 住民福祉センター

2 階 調 理 室
エプロン・三角巾
筆記用具ヘルスメイト

23 木
1 歳 6 か 月 児
健 康 診 査 13：00～13：30 農村環境改善セ ン タ ー

問診票・尿検査
母子健康手帳

平成27年4月1日～
7月31日生まれの子

22 水 パワーアップ教室
（介護予防教室） 10：30～12：00 住民福祉センター

3 階 ホ ー ル 参加費500円住民（65歳以上の方）

2 木 愛育班連絡協議会 13：30～ 住民福祉センター
2 階多目的室 筆記用具愛育班長

18 土 男 の 料 理 教 室 9：30～ 住民福祉センター
2 階 調 理 室

エプロン・三角巾
筆記用具会員

8 水
健 康 相 談 10：00～11：00 勝 浦 会 館 健康手帳住民

認知症予防教室 19：00～ 坂 本 集 会 所 　住民

股関節脱臼検診 13：30 母子健康手帳
問診票

平成28年9月1日～
12月31日生まれの子

乳 児 健 康 診 査 13：45～14：15 母子健康手帳
子どもノート

平成28年7月1日～
11月30日生まれの子

イキイキ元気教室
（認知症予防教室） 10：30～12：00 住民福祉センター

3 階 ホ ー ル 参加費500円住民（65歳以上の方）

健 康 相 談 健康手帳
9：30～ 掛 谷 集 会 所 住民

生活習慣病予防教室 エプロン・三角巾

健 康 相 談 健康手帳
生活習慣病予防教室 エプロン・三角巾

27 月 9：00～ 久国集会所 住民
生活習慣病予防教室 エプロン・三角巾
健 康 相 談 10：00～10：30

10：30～11：30運 動 教 室
（講師：仁木哲哉先生）

9 木 農村環境改善
セ ン タ ー

栄 養 相 談 13：00～13：30
乳 児 健 康 診 査 13：30～14：00

3／2 木
母子健康手帳
子どもノート

平成28年8月1日～
12月31日生まれの子

農村環境改善
セ ン タ ー

健 康 相 談 健康手帳

10 金 9：30～ 棚野集会所 住民

28 火 健康手帳横瀬集会所 住民

20 月

・・
　平成29年２月17日㈮
　13：30～15：30

・・ 　
　住民福祉センター

・・
エプロン、三角巾、母子健康手帳、
アレルギーがあれば家庭で使用して
いる調味料等
・・ 福祉課保健師　２月６日㈪まで

にお申込みください。

　「作り方が分からない」、「アレルギーがある」、「思うように食べて
くれない」など、離乳食のことでお困りの方はお気軽にご参加ください。
　離乳食の調理・試食を行い、栄養士が相談に応じます。
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   高血圧は脳卒中などのリスクを高めます！
　血圧とは、血管内にかかる圧力のことです。心臓が収縮して全身に血液
を送りだすときにかかる血圧（収縮期血圧）が最も高く、心臓が拡張し肺
から心臓に血液が戻るときの血圧（拡張期血圧）が最も低くなります。
　血圧が通常よりも高い血圧になると、血管に負担がかかり続けるために血管が傷つきやす
くなり、血管の老化である動脈硬化が促進します。その結果、血管が詰まったりやぶれたり
することで、脳卒中や心筋 塞などの命にかかわる病気を引き起こす可能性が高まります。
　危険なことに高血圧はほとんど自覚症状がありません。そのため、血圧測定により血圧の
状態を知り、高血圧があるときは、上手に血圧を管理することが重要です。

   家庭で血圧を測定しましょう。
　血圧は24時間変動しており、また、気温、体調、運動、食事、ストレスなどで上下します。
高血圧には夜間だけ高い「夜間高血圧」、早朝に急激に高くなる「早朝高血圧」など、健診
などでは気づきにくいタイプもあり、これらは「仮面高血圧」と呼ばれています。
　通常の血圧管理や仮面高血圧を見つけるために効果的なのが、自動血圧計を用いた家庭で
の血圧測定です。診察での測定では血圧が上昇してしまう「白衣高血圧」の人も、家庭で測
定することで普段の血圧の状態を正確に知ることができます。高血圧のコントロールだけで
なく、日ごろの健康管理のためにぜひ家庭で血圧を測りましょう。
　血圧測定の記録ができる「血圧管理ノート」を希望される方は、福祉課保健師までご連絡
ください。

◆正しい測定方法

　測定値は記録して、主治医に見てもらいましょう。高血圧が続くまたは過剰な降圧が見られ
る場合、主治医が降圧剤の種類を変えたり、増量（減量）したりするための大切な判断材料と
なります。

※ただし糖尿病や腎障害がある場
合は、厳格な降圧目標が決めら
れ、この基準は用いません。
「高血圧治療ガイドライン2014」から

保 健 IP

◆家庭血圧の基準値は？
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勝浦病院もTwitter始めました！
外来担当医師について、休診情報やイベント情報・担当者の
独り言などを随時、発信していきます。また、災害時など平時と異なる対応が
必要とされる場合にも情報を発信する予定です。

異なる対応が

　勝浦病院でもいろいろな健康診断を受けることが出来ます。
　例えば、会社への就職時に必要な【雇用時の健康診断】や、実習に行く前に受ける【抗
体検査】なども当院で受けることが出来ます。
　しかし、健康診断は、提出先によって求められる項目がそれぞれ異なり、【検査の内
容】や【検査方法】が異なれば診断書が無効となる場合もあります。
　必ず、健診を受けられる際には、提出先から送られてきた書類をご用意ください。
特に指定がなければ労働安全衛生法で定められた項目等で実施させていただきます。
　また、企業が行う従業員の【定時健康診断】につきましても行っていますのでお気
軽にご相談ください。

　健康診断以外にも、いろいろな検診も行っています。
例：胃がん精密検診（鼻から胃カメラを入れる経鼻内視鏡も選択できます。）
大腸がん精密検診（経験豊富な専門の女性医師による検査となります。）
乳がん検診（外科医師【日本乳癌学会認定医】が診察を行い、女性放射線技師が
撮影を行ないます。）

・訪問診療・訪問看護
　医師、看護師が定期的に自宅を訪問
します。
・訪問リハビリテーション（介護保険）
　理学療法士が自宅を訪問します。
・通所リハビリテーション（介護保険）
　デイケアコスモスに通いながらリハ
ビリができ、送迎もおこなっています。 

■場所　勝浦病院 ２階 多目的室
■時間　午後１時30分から１時間程度
■費用　無料です。
■その他　お申し込みは不要で自由参加です。

２月の糖尿病教室は次のとおりです。
日

7日㈫
14日㈫
21日㈫
28日㈫

担  当

内科医師
栄養士
薬剤師
看護師

内  容
糖尿病について
食事について
薬について
生活と運動について

「「「 のののののののののの ししててとしししててししししししししししししててててててとととととととととししと ててててててててとと「あなたのかかりつけ医「あなたのかかりつけ医として」」てて」」
IP
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　柔道整復師（整骨院・接骨院）の診療には保険証が「使える場合」
と「使えない場合」があります。施術を受ける前にきちんと確認
して正しく施術を受けることが大切です。

  保険証を使えるのはどんなとき
  保険証が使える場合
●●骨折、脱臼（応急手当をする場合を除き、医師の同意が必要です。）
●●外傷性のねんざ・打撲
●●骨・筋肉・関節のケガや痛みで、その負傷原因がはっきりしているとき
◆◆主な負傷例…日常生活やスポーツ中に転んで膝を打ったり、足首を捻ったりし

て急に痛みがでたとき

  保険証が使えない場合
●●日常生活における単純な疲労や肩こり、腰痛
●●脳疾患後遺症などの慢性病
●●症状の改善のみられない長期の施術
●●病院、診療所などで同じ負傷等の治療中のもの
●●労災保険が適用となる仕事中や通勤途上での負傷

  施術を受けるときの注意
●●健康保険は治療を目的としたものです。負傷の原因は正確に伝えましょう。
●●療養支給申請書の内容（負傷原因、負傷名、日数、金額）をよく確認して、署名ま
たは捺印をしてください。
※療養費は、本来患者が費用の全額を支払った後、自ら保険者へ請求を行い支給を
受ける「償還払い」が原則ですが、柔道整復については、例外的に患者が自己負
担分を柔道整復師に支払い、柔道整復師が患者に代わって残りの費用を保険者に
請求する「受領委任」が認められています。

●●施術が長期にわたる場合は、内科的要因も考えられますので、医師の診察を受けま
しょう。
●●領収書を必ずもらい、金額が問題ないか確認しましょう。医療費控除を受ける際に
必要になりますので、大切に保管しましょう。

  施術内容を照会させていただく場合があります
　保険証を使って柔道整復師の施術を受けた方に、施術内容などについて照会させて
いただく場合があります。これは皆様に納めていただいた保険税（料）を適正に使用
するため、請求内容に誤りがないかを確認するためのものです。
　ご協力をお願いいたします。

国保と医療費
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   特定期間について
　国民年金の第３号被保険者が、配偶者（第２号被保険者）の退職やご本人の収入が増
加したこと等によって扶養から外れた場合には、第１号被保険者への切替手続きが必要です。
　この切替手続きが２年以上遅れ、時効により国民年金の保険料を納付することができな
かった期間については、届出により年金の受給資格期間に算入することができ、年金を受
けとれない事態を防止できる場合があります。（ただし、年金額には反映しません。）

   特例追納について
　届出により特定期間とされた期間については、平成27年４月１日から平成30年３月
31日までの３年間、特定保険料を納付（特例追納）することで年金額を増やすことがで
きる場合があります。
（既に年金を受けとっている方は、特例追納をしても年金額が増えない場合があります。）

　国民年金保険料の納付は、口座振替（預貯金口座からの引き落とし）による前納制度
をご利用されますと、保険料をお得に納付することができます。
　平成29年４月分からの前納の申込期限は平成29年２月末です。この機会にぜひともお
手続きください。
　詳しくは、下記年金事務所までお問い合わせください。

日本年金機構　徳島南年金事務所
国民年金課　☎088（652）3114

【特例追納の対象期間】
・特例追納する時点で60歳未満の方：承認があった月前10年以内の期間
・特例追納する時点で60歳以上の方：50歳以上60歳未満であった期間
　詳しくは、ねんきん加入者ダイヤル又はお近くの年金事務所にお問い合わせください。

【ねんきん加入者ダイヤル】
☎0570（003）004 （ナビダイヤル）

＊050から始まる電話でおかけになる場合は☎03（6630）2525

・・受付期間　月～金曜日　午前8：30～午後7：00
　　　　　　第２土曜日　午前9：00～午後5：00

＊祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用いただけません。
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日 月 火 水 木 金 土

県立図書館協力巡回日休館日

   1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28

図書館図書館だより

★図書館が閉まっている時の返却本は、玄関横のブックポストに入れてください。
　なお、CD・DVDなどは、開館時間内に館内受付カウンターに返却してください。

２年　今 井 　 伶
いま い れい

２年　朔 　 碧 彩
はじめ いあお

２年　前 野 琉 夏
まえ の る か

２年　北 峯 綾 乃
きた みね あや の

２年　小谷くるみ
こ たに

平成28年11月16日㈬
横瀬小学校から２年生
13人が図書館見学に
来てくれました。
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電話又は年金相談窓口で受付
予約の際は、『基礎年金番号』『相談者及び配偶者氏名』
『電話番号』『相談内容』等について確認させていただ
きます。

　 0570（05）1165（ねんきんダイヤル）
　 088（652）1511（徳島南年金事務所 お客様相談室）

予約制による年金相談の実施
日時　２月11日㈯ 
　　　受付時間 午前9時30分～午後3時

日時　２月６日㈪・13日㈪・20日㈪・
27日㈪

　　　午前8時30分～午後6時

ペットボトル・白色トレイ回収日程表

ビン（無色･茶色･その他）回収日程表

３日㈮

17日㈮

古紙回収日程表 （２・３月）

１月29日㈰～２月３日㈮
２月26日㈰～３月３日㈮
２月５日㈰～２月10日㈮
３月５日㈰～３月10日㈮

21日㈫

綿100％古着回収日程表

16日㈭

①段ボール　
②新聞紙・折込チラシ

③古本・雑誌・紙

古紙回収にご協力を!

IP

ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう
分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。２月

クリーン情報
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登山の注意事項
☆事前の準備を十分にしましょう！

健康ですか？ トレーニングはしましたか？ よく眠れましたか？
仕事や勉強の疲労はありませんか？

登山道は刻 と々変わっています。登山用地図やガイドブックな
ど最新の情報で模擬登山をしてみましょう。

登山に出発する前に最新の気象情報を確認し、ゆとりある計画を立てましょう。登山
中も常に最新の気象情報を利用して、適切な判断をすることが重要です。特に、冬山の
天気は、平地とは比較にならないくらい急激に変化するので注意しましょう。

・絶対に持っていたい装備３つ
①雨　具    身体を雨や風から守ります。また、防寒具にもなります。
②登山用地図と磁石（コンパス） 現在位置の確認と目的地を把握します。
③ヘッドランプ等軽量の照明器具 万一日が暮れた時に行動できます。
・携帯電話や無線機などの通信手段 ・チョコレートなど高カロリーの非常食
・携帯電話や懐中電灯の予備電源 ・黄色や赤色など目立つ色のタオル（救助ヘリの合図に効果的）
※対象とする山の難易度、登山方法により必要な装備を検討しましょう。

☆登山計画書について
　●　登山計画書は、あなたの生命を守るザイルです。　　●　万が一遭難した場合、早い段階で警察に認知されます。
　●　捜索救助活動を迅速的確に行うことができます。　
　●　無理のない登山計画を立てましょう！自然が相手なので、目標とする山、日程、コース、行動を支えてくれる
条件としての装備、食糧、メンバー、交通機関、宿泊等々、いろいろと考えなくてはなりません。

　●　警察や所属する山岳会、勤務先等に提出するだけでなく家族にも渡しておきましょう。
☆遭難防止のために

　●　単独登山は避けましょう。
　●　パーティ全員の体調や疲労に注意を払い、コースの状況・気象条件等に
応じて下山するなど、冷静に判断をしましょう。

☆万が一遭難したときは落ち着いて！
　●　携帯電話は待ち受け専用にし、電池の消耗を防ぎましょう。
　●　救助のヘリコプターが発見しやすいよう、尾根や見晴らしの良い場所（上の方）に出ましょう。
☆最後に

　●　登山は私達に様々な感動を与えてくれますが、あくまで自己責任で行うものです。安全に下山できるよう
に、自分で登山計画の管理を徹底しましょう。

身体の準備

模擬登山

最新の気象
情報の把握

忘れ物は
ありませんか！
（登山すると家に取り
に帰れません。）
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匿　　　名

日 月 火 水 木 金 土
２月 勝浦郡夜間救急当番表

   1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28

～～

大字三溪字平山 山 平 任 子
大字星谷字高関 多 田 節 子
大字坂本字日浦 山口ノブヱ

大字三溪字中村 東 原 ミ ヨ
大字生名字平野 山 﨑  洋

大字棚野字前田 一 樂 友 次

大字星谷字大明神 結 衣山本 勇 治
なるみ

ゆ い

大字中角字つい口 航 太岡本 達 也
　　智子

こう た

大字棚野字広松 杏寒山　 翔
　　有香

あん

大字沼江字西岡 睦 己湯浅卓八
　　真澄

むつ み

日時　２月３日㈮・10日㈮・17日㈮・24日㈮
　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉

　

IP

IP

お休みです
４㈯・11㈯
18㈯・25㈯
５㈰・19㈰
27㈪

２㈭・16㈭
10㈮

陶 芸

踊 り

歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30

午後 7:30～9:30

午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:30～9:30

　みなさまにご利用頂いています、ケーブル
テレビ及びインターネット・ＩＰ電話サービス
について、故障・加入・各種変更手続き等のお
問い合わせ先は、次のとおりです。

ケーブルテレビ及びインターネット・
ＩＰ電話サービスのお知らせ
ケーブルテレビ及びインターネット・
ＩＰ電話サービスのお知らせ

※時間外は、留守番電話にて翌営業日の対応となります。

〈受付時間〉 平　日　　　9：00～20：00
土曜日　　　9：00～19：00
日曜日・祝日　9：00～17：00

〈お問い合わせ窓口〉 地域情報センタ
☎0120（960）138　
　050（3438）9877IP

平成29年１月号より、年金相談はクリーン情報と同じページに移動しました。


